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2広報なすからすやま ２０22.4

■
安
心
で
き
る
子
育
て
と
健
康
な
暮
ら
し
を

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り

【
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充

実
】
新
規
事
業
と
し
て
幼
稚
園
お
よ
び
保
育

園
の
副
食
費
を
助
成
す
る
「
幼
稚
園
・
保
育

　

令
和
4
年
度
の
那
須
烏
山
市
一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
予
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
介
護
保
険
な
ど
の
高
齢
者
福
祉

や
保
育
園
関
連
の
児
童
福
祉
に
関
す
る
給
付
費
の
増
加
、
老
朽
化
が
著
し
い
公
共
施

設
の
長
寿
命
化
や
再
編
・
統
廃
合
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
な
ど
、
財
政
負
担
が

増
し
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
4
年
度
は
「
第
2
次
総
合
計
画
」
の
最
終
年
度
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
市
長
2
期
目
に
お
け
る
最
初
の
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
市
の
基
本
政
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
市
長
公
約
の
実
現
へ
向
け
て
、「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」「
持
続
可

能
な
財
政
運
営
」「
八
溝
地
域
と
我
が
市
の
良
さ
を
引
き
出
す
」
こ
と
を
3
つ
の
大
き

な
柱
と
し
て
、
本
市
が
目
指
す
べ
き
将
来
像
に
向
け
た
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
や
「
烏
山
城
跡
」、

「
龍
門
の
滝
」、「
J
R
烏
山
線
」
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
賑
わ
い

の
創
出
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
こ
れ
か
ら
1
年
間
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
み
、
予
算

は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
く
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中

市
民
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
予
算

園
副
食
費
助
成
事
業
」
に
取
り
組
み
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
増
大
し
た
家
計

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
支

援
ア
プ
リ
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
手
帳
）
を
新
規
に
導
入

し
、
育
児
支
援
者
へ
の
育
児
参
加
の
普
及
啓

発
を
図
る
「
妊
婦
健
康
支
援
事
業
」
に
取
り

組
み
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
保
険
適
用
外
の
不

妊
治
療
費
を
助
成
す
る
「
不
妊
治
療
助
成
事

業
」
や
「
妊
産
婦
健
康
診
査
・
産
後
支
援
事

業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
健
康
・
保
健
・
医
療
の
充
実
】
新
規
事
業

と
し
て
3
歳
児
健
診
に
お
け
る
弱
視
な
ど
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
「
目
の
屈
折
検
査

機
器
導
入
事
業
」に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
な
ど
を
行
う
「
健

康
診
査
事
業
」
を
拡
充
し
ま
す
。

【
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
福
祉
の
充
実
】「
重

度
心
身
障
が
い
者
医
療
助
成
事
業
」
を
拡
充

し
、
助
成
の
対
象
範
囲
を
広
げ
ま
す
。
ま

た
、
通
院
が
必
要
な
寝
た
き
り
な
ど
の
高
齢

4
年
度
の
予
算
の
特
徴

令和　年度の4
主な事業と予算

者
の
自
宅
と
病
院
間
の
送
迎
に
係
る
運
賃
額

を
支
援
す
る
「
通
院
支
援
事
業
」
に
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。

■
夢
を
持
ち
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
歩
む
力

を
育
む
ま
ち
づ
く
り

【
学
校
教
育
の
充
実
】
新
規
事
業
と
し
て
旧

境
診
療
所
を
適
応
指
導
教
室
と
し
て
運
営
す

る
た
め
の
「
旧
境
診
療
所
改
修
事
業
」
の
ほ

か
、
家
計
負
担
軽
減
の
た
め
に
学
校
給
食
費

を
助
成
す
る
「
給
食
費
助
成
事
業
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
充
実
】
令
和
4
年
度
の
第　
77

回
国
民
体
育
大
会
に
お
い
て
、
本
市
が
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
会
場
と
な
る
こ
と
か
ら
「
国

体
開
催
運
営
事
業
」
を
拡
充
し
、
本
番
に
向

け
た
準
備
や
大
会
の
運
営
、
競
技
の
普
及
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
文
化
の
振
興
】
烏
山
城
跡
の
国
指
定
史
跡

化
を
目
指
す
た
め
の
「
文
化
財
調
査
事
業
」、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
烏
山
の
山
あ
げ

行
事
」
や
山
あ
げ
道
具
類
保
存
修
理
を
支
援

す
る「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
保
存
事
業
」

に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
地
域
資
源
の
魅
力
創
出
と
産
業
活
力
に
よ

る
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

子どもたちの明るい未来のために
（にこにこ保育園より）
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■安心できる子育てと健康な暮らしを支え合うまちづくり

○幼稚園・保育園副食費助成事業  594万円

○育児支援アプリ（ファミリー手帳）導入事業  37万4千円

○目の屈折検査機器導入事業  137万5千円

・ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業  324万円

・不妊治療助成事業  162万円

■夢を持ち、夢の実現に向けて歩む力をはぐくむまちづくり

○給食費助成事業  3366万円

○国体開催運営事業  1億1796万2千円

・ユネスコ無形文化遺産保存事業  865万4千円

■地域資源の魅力創出と産業活力による賑わいあふれるまちづくり

○企業の魅力発信事業  18万円

○農業基盤整備促進事業  2045万2千円

○八溝そば推進事業  20万円

・創業者支援事業  1175万円

・ユネスコ無形文化遺産活用推進事業  600万円

■定住を促し安全で暮らしやすいまちづくり

○空家対策事業  22万3千円

○トンネル照明LED化事業  850万円

○DX計画策定事業  110万円

○証明書コンビニ交付導入事業  492万3千円

○議会タブレット導入事業  309万8千円

○防災集団移転促進事業  3305万1千円

■市民と共に築く持続可能なまちづくり

○旧熊田小学校解体事業  90万2千円

・まちづくり団体支援事業  128万9千円

・都市農村交流事業  50万9千円

【
雇
用
の
確
保
】
新
規
事
業
と
し
て
地
元
企

業
へ
の
就
労
促
進
を
目
的
と
し
た
「
企
業
魅

力
発
信
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
を
推
進
す
る
た
め
の
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

【
農
林
水
産
業
の
振
興
】
新
規
事
業
と
し
て

下
川
井
地
区
の
農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用
化

を
図
る
た
め
の「
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
」

や
八
溝
そ
ば
の
認
知
度
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

を
目
的
と
し
た
「
八
溝
そ
ば
推
進
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
林
業
経
営
の
効
率

化
と
森
林
経
営
の
適
正
化
を
図
る
「
森
林
経

営
管
理
制
度
事
業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】
市
内
中
小
企
業
へ
の
支

援
と
し
て
、「
販
路
拡
大
補
助
事
業
」
や
「
ま

ち
な
か
商
店
賑
わ
い
支
援
事
業
」、「
創
業
者

支
援
補
助
事
業
」、「
空
き
店
舗
対
策
新
規
出

店
者
開
業
費
用
支
援
事
業
」
な
ど
の
補
助
金

を
継
続
し
、
地
域
経
済
お
よ
び
商
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

【
観
光
の
振
興
】
観
光
協
会
の
自
律
的
・
継

続
的
な
運
営
に
資
す
る
と
と
も
に
、
観
光
の

活
性
化
と
誘
客
促
進
を
図
る
「
観
光
協
会
支

援
事
業
」
や
山
あ
げ
祭
実
行
委
員
会
の
取
り

組
み
を
支
援
し
、
山
あ
げ
祭
の
円
滑
な
運
営

と
動
画
配
信
等
の
魅
力
発
信
の
充
実
を
図
る

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
活
用
推
進
事

業
」
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

■
定
住
を
促
し
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り

【
住
環
境
の
充
実
】
新
規
事
業
と
し
て
空
家

等
対
策
計
画
を
策
定
す
る「
空
家
対
策
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
移
住
促
進
住
宅

取
得
奨
励
金
や
移
住
フ
ァ
ミ
リ
ー
家
賃
補
助

金
、
空
き
家
バ
ン
ク
住
宅
改
修
補
助
金
を
継

続
し
、
総
合
的
な
定
住
支
援
策
と
し
て
事
業

展
開
を
図
り
ま
す
。

【
消
防
・
交
通
・
防
犯
対
策
の
推
進
】
新
規

事
業
と
し
て
、
防
災
集
団
移
転
に
係
る
計
画

策
定
や
調
査
な
ど
を
行
う
「
防
災
集
団
移
転

促
進
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
避

難
所
な
ど
の
備
蓄
品
拡
充
や
自
主
防
災
組
織

活
動
の
活
性
化
を
図
る「
災
害
対
策
事
業
」や

消
防
団
員
の
報
酬
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
市
民
と
共
に
築
く
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

【
市
民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】
地
域
課
題
解
決
の

た
め
の
活
動
に
対
し
て
支
援
な
ど
を
行
う

「
ま
ち
づ
く
り
団
体
支
援
事
業
」
や
第
2
期

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
新

た
な
視
点
で
あ
る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
実

現
を
図
る
「
関
係
人
口
創
出
事
業
」
な
ど
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

【
行
財
政
改
革
の
推
進
】
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
基
づ
き
旧
熊
田
小
学
校
の
解
体

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
公
共
施
設

等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
」
に
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

令和　年度の主な重点事業（○は新規事業）4
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1. 円グラフを作る
2. グループ解除してパスファインダー2行目左でバラバラにする　立体にする　3D押し出しベベル
3. 各々カラフルな色をつけて、境界線に白罫を入れる（0.4pt）
4. 特色 +スミの色にもどす

1.3%

6.4%
0.8%

2.2%
2.7%
1.9%

2.8%

1.2%

1.3%

6.4%

2.8%

0.9%

2.3%
1.1%
1.3%

1.2%

災害復旧費 2,960万1千円
予備費 1,000万円

議会費
1億3,371万9千円

労働費 25万6千円

12億4,133万1千円

36億748万円

13億8,050万9千円

0.4%
1.2%1.2%1.2%

12.4%

12.0%

32.3%

11.1%

13億4,225万2千円

総務費

民生費

衛生費

公債費

農林水産業費
3億2,056万3千円

12億5,406万6千円

5.5%5.5%5.5%

11.2%

7.1%

3.9%
2.9%2.9%

教育費

6億1,012万9千円
消防費消防費消防費

土木費
7億9,810万1千円

商工費
4億3,199万3千円

歳出

（33.2%）

（66.8%）

1. 円グラフを作る
2. グループ解除してパスファインダー2行目左でバラバラにする　立体にする　3D押し出しベベル
3. 各々カラフルな色をつけて、境界線に白罫を入れる（0.4pt）
4. 特色 +スミの色にもどす

1.3%

6.4%
0.8%

2.2%
2.7%
1.9%

2.8%

1.2%

1.3%

6.4%

2.8%

繰入金
1億2,432万円

0.9%0.9%0.9%

2.3%2.3%2.3%
5.0%

1.1%1.1%1.1%
1.3%1.3%1.3%

1.2%1.2%1.2%

31億7,917万3千円

3.8%
6.8%

11.5%

37.6%

28.5%

市税

42億円

諸収入

利子割交付金　150万円
配当割交付金　800万円
株式等譲渡所得割交付金　600万円
法人事業税交付金　2,400万円
ゴルフ場利用税交付金　3,700万円
環境性能割交付金　1,000万円
地方特例交付金　800万円
交通安全対策特別交付金　200万円

地方消費税交付金
5億6,000万円

地方譲与税
1億3,400万円

2億5,808万5千円

地方交付税

寄附金
繰越金 5,000万円

歳入

使用料及び手数料 4,010万4千円
分担金及び負担金 4,608万9千円

財産収入 316万6千円
500万5千円

国庫支出金 12億7901万4千円

県支出金
7億6,044万4千円

4億2,410万円
市債

1.2%

5.5%

消防費

自 主
財
源

依
存

財
源

（33.2%）（33.2%）（33.2%）

（66.8%）（66.8%）（66.8%）

一般会計
　年度  111億6,000万円4
前年度  108億7,418万3千円
差　引　　   2億8,581万7千円

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
第
2
次
総
合
計

画
や
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
基
づ
き
各
種
施
策
に
取
り
組
む
た

め
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
て
、
2
億
8
5
8

1
万
7
千
円
（
2
・
6
％
）
増
の
1
1
1
億
6
0

0
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
主
な
も
の
と
し
て
、
市
税
は
、
固

定
資
産
税
の
増
額
に
よ
り
、
前
年
度
比
1
億

7
5
5
0
万
2
千
円
（
5
・
8
％
）
増
の
総
額　
31

億
7
9
1
7
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。
地
方

交
付
税
は
、
3
年
度
か
ら
合
併
算
定
替
の
縮

減
期
間
が
終
了
と
な
り
、
一
本
算
定
と
な
っ

た
も
の
の
3
年
度
実
績
を
踏
ま
え
、
前
年
度

比
1
億
円
（
2
・
4
％
）
増
の　

億
円
と
し
ま
し

42

た
。
こ
の
う
ち
普
通
交
付
税
は　

億
5
0
0

37

0
万
円
、
特
別
交
付
税
は
4
億
5
0
0
0
万

円
で
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
種
体
制
確
保
事

業
費
補
助
金
の
増
額
に
よ
り
前
年
度
比
1
億

7
0
6
5
万
7
千
円
（　
・
4
％
）
増
の　

億
7

15

12

9
0
1
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。
県
支
出
金

は
、「
第　

国
民
体
育
大
会
運
営
交
付
金
」
や

77

参
議
院
議
員
選
挙
費
委
託
金
の
増
額
に
よ
り

前
年
度
比
9
1
6
3
万
7
千
円
（　
・
7
％
）
増

13

の
7
億
6
0
4
4
万
4
千
円
と
し
ま
し
た
。

市
債
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
が
増
額
し
た
も

の
の
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
地
方

財
政
計
画
を
踏
ま
え
前
年
度
比
1
億
5
0
0

0
万
円
（　
・
0
％
）
減
の
1
億
5
0
0
0
万
円

50

と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
債
全
体
で
は
前
年

度
比
1
億
1
3
0
万
円
（　
・
3
％
）
減
の
4
億

19

2
4
1
0
万
円
と
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
合

併
特
例
債
は
、
前
年
度
比
9
8
0
万
円
（　
・
21

6
％
）
増
の
5
5
1
0
万
円
で
す
。

【
歳
出
】
主
な
も
の
と
し
て
、
議
会
費
は
、

前
年
度
比
2
4
8
万
8
千
円
（
1
・
8
％
）
減
の

1
億
3
3
7
1
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。
総

務
費
は
、
選
挙
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比
4
2
6
2
万
4
千
円
（
3
・
6
％
）
増
の　
12

億
4
1
3
3
万
1
千
円
と
し
ま
し
た
。
民
生

費
は
、
障
が
い
者
介
護
給
付
費
や
訓
練
等
給

付
費
、
特
別
保
育
事
業
費
の
増
額
に
よ
り
前

年
度
比
4
2
4
万
7
千
円
（
0
・
1
％
）
増
の　
36

億
7
4
8
万
円
と
し
ま
し
た
。
衛
生
費
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

体
制
確
保
事
業
費
や
南
那
須
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
し
尿
処
理
費
負
担
金
の
増
額
な
ど

に
よ
り
前
年
度
比
8
4
8
1
万
6
千
円
（
6
・

7
％
）増
の　

億
4
2
2
5
万
2
千
円
と
し
ま

13

し
た
。
農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
基
盤
整
備

促
進
事
業
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

1
7
5
1
万
1
千
円
（
5
・
8
％
）
増
の
3
億
2

0
5
6
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。
商
工
費

は
、
商
工
団
体
支
援
事
業
費
が
増
額
し
た
も

の
の
企
業
誘
致
事
業
費
の
減
額
な
ど
に
よ
り

前
年
度
比
3
8
9
0
万
1
千
円
（
8
・
3
％
）
減

の
4
億
3
1
9
9
万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
費
の

増
額
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
2
4
6
3
万
7

千
円
（
3
・
2
％
）
増
の
7
億
9
8
1
0
万
1
千

円
と
し
ま
し
た
。
消
防
費
は
、
常
備
消
防
費

や
消
防
水
利
施
設
整
備
費
の
増
額
に
よ
り
前

一
般
会
計
当
初
予
算
は

1
1
1
億　

万
円

6000
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年
度
比
7
0
7
万
9
千
円
（
1
・
1
％
）
減
の
6

億
1
0
1
2
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。
教
育

費
は
、
南
那
須
武
道
館
管
理
費
が
減
額
し
た

も
の
の
国
体
開
催
運
営
事
業
費
の
増
額
な
ど

に
よ
り
前
年
度
比
1
億
1
9
5
8
万
円
（　
・
10

5
％
）増
の　

億
5
4
0
6
万
6
千
円
と
し
ま

12

し
た
。

　

特
別
会
計
は
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
国
民

健
康
保
険
の
事
業
勘
定
の
歳
入
・
歳
出
は
、

1
・
4
％
減
の　

億
7
8
8
7
万
3
千
円
、

32

診
療
施
設
勘
定
は
4
・
9
％
減
の
5
1
4
7

万
3
千
円
と
し
ま
し
た
。
熊
田
診
療
所
は

2
・
5
％
減
の
4
6
3
5
万
6
千
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
は
9
・
6
％
増
の
3
億
9
6
0

4
万
2
千
円
、
介
護
保
険
は
0
・
4
％
増
の

　

億
5
5
4
8
万
4
千
円
、
農
業
集
落
排
水

28事
業
は
4
・
1
％
減
の
6
0
4
9
万
8
千
円
、

下
水
道
事
業
は
0
・
8
％
減
の
3
億
3
1
4

5
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
、
収
益
的
収
入
を
4
・
6
％
増
の
6

億
4
5
3
3
万
2
千
円
、
収
益
的
支
出
を

7
・
2
％
増
の
5
億
4
1
6
6
万
円
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
投
資
的
経
費
で
あ
る
資
本
的

収
入
は
0
・
5
％
増
の
1
億
2
6
0
8
万
2

千
円
、
資
本
的
支
出
は
2
・
7
％
減
の
4
億

4
5
4
7
万
9
千
円
と
し
ま
し
た
。

○人　口　25,130人
○世帯数　10,420戸
　（令和4年1月1日現在の住民基本台帳人口）

市民１人・１世帯あたりに使われる予算
一般会計
111億6,000万円
44万4,091円/人　　
107万1,017円/世帯　

議会費
1億3,371万9千円

5,321円/人　　
1万2,833円/世帯　

総務費
12億4,133万1千円
4万9,396円/人　　
11万9,130円/世帯　

民生費
36億748万円
14万3,553円/人　　
34万6,207円/世帯　

衛生費
13億4,225万2千円
5万3,412円/人　　
12万8,815円/世帯　

農林水産業費
3億2,056万3千円
1万2,756円/人　　
3万764円/世帯　

商工費
4億3,199万3千円
1万7,190円/人　　
4万1,458円/世帯　

議会運営のために

土木費
7億9,810万1千円
3万1,759円/人　　
7万6,593円/世帯　

消防費
6億1,012万9千円
2万4,279円/人　　
5万8,554円/世帯　

教育費
12億5,406万6千円
4万9,903円/人　　
12万352円/世帯　

公債費
13億8,050万9千円
5万4,935円/人　　
13万2,486円/世帯　

その他
3,985万7千円

1,586円/人　　
3,825円/世帯　

市のさまざまな
総合運営のために 市民の福祉のために

健康診断・予防接種、
ごみの回収処理のために

農業振興、
農地保全のために

商工業の育成・観光
事業の推進のために

市道整備・公園・下水道
管理などのために 消防活動のために

義務教育・生涯学習の推進・
スポーツ振興のために

市の借入金の
返済のために 労働費・予備費など

特
別
会
計
・
企
業
会
計

■水道事業 
□収益的収入 

6億4,533万2千円　年度4
6億1,710万8千円前年度

□収益的支出 
5億4,166万円　年度4
5億511万9千円前年度

企業会計
■国民健康保険（事業勘定）

32億7,887万3千円　年度4
33億2,683万7千円前年度

■国民健康保険（診療施設勘定）
5,147万3千円　年度4
5,412万6千円前年度

■熊田診療所 
4,635万6千円　年度4
4,752万7千円前年度

■後期高齢者医療 
3億9,604万2千円　年度4
3億6,147万3千円前年度

特別会計
■介護保険 

28億5,548万4千円　年度4
28億4,302万9千円前年度

■農業集落排水事業 
6,049万8千円　年度4
6,310万円前年度

■下水道事業 
3億3,145万6千円　年度4
3億3,400万円前年度

□資本的収入 
1億2,608万2千円　年度4
1億2,547万7千円前年度

□資本的支出 
4億4,547万9千円　年度4
4億5,783万1千円前年度
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令
和
4
年
第
1
回
市
議
会
3
月
定
例
会
が
2
月　

日
捷
か
ら
3
月　

日
昇
ま
で　

日

２８

１５

１６

間
の
日
程
で
開
か
れ
、
令
和
4
年
度
当
初
予
算
、
3
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
お

よ
び
一
部
改
正
な
ど　

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

３５

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
緯
0
2
8
7

－　

－

7
1
1
4
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

88

さ
い
。

新
旧
年
度
の
予
算
を
審
議

4
年
度
一
般
会
計
予
算
は
1
1
1
億
6
0
0
0
万
円
に

第1回市議会定例会4
年
度
当
初
予
算

　

4
年
度
の
一
般
会
計
と
6
つ
の
特
別
会
計
お
よ

び
企
業
会
計
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
2
～
5
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

7
7
万
5
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
農
林
水
産
業

費
は
、
小
規
模
な
農
業
生
産
基
盤
お
よ
び
生
活
環

境
の
整
備
の
た
め
市
単
独
土
地
改
良
事
業
費
2
8

6
万
2
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
商
工
費
は
、
愛

宕
台
緑
地
公
園
の
眺
望
支
障
木
な
ど
を
伐
採
す
る

た
め
の
公
園
等
観
光
施
設
運
営
費
1
4
5
万
5
千

円
を
増
額
し
ま
し
た
。
土
木
費
は
、
路
面
の
補
修

や
支
障
木
対
応
な
ど
の
た
め
道
路
維
持
管
理
費
1

0
0
7
万
7
千
円
を
増
額
し
、
県
が
行
う
荒
川
災

害
復
旧
助
成
事
業
費
の
決
定
に
伴
う
道
路
整
備
費

負
担
金
2
0
4
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
ま

た
、
辺
地
道
路
整
備
事
業
費
と
し
て
3
0
7
0
万

円
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費
は
、
国
の
追
加

配
分
に
伴
い
1
5
0
5
万
6
千
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
消
防
費
は
、
新
設
し
た
消
火
栓
の
負
担
額
の

確
定
に
伴
い
、
消
防
水
利
施
設
整
備
費
と
し
て　
29

万
5
千
円
増
額
し
ま
し
た
。
教
育
費
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
各
小
・
中
学

校
の
運
営
費
9
0
5
万
円
、
武
道
館
前
の
遊
具
周

り
の
柵
設
置
の
た
め
の
武
道
館
管
理
費　

万
9
千

97

円
を
増
額
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
は
、
農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費　

万
6
千
円
を
増

28

額
し
ま
し
た
。
公
債
費
は
、
借
り
入
れ
条
件
変
更

に
伴
う
精
算
に
よ
り
償
還
元
金
お
よ
び
利
子
2
0

7
3
万
7
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
市
税
に
つ
い
て
徴
収
状
況
を
勘
案
し

て
法
人
市
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
現
年
課
税
分

8
2
0
0
万
円
、
額
の
確
定
に
伴
い
普
通
交
付
税

6
億
5
3
7
万
2
千
円
を
増
額
す
る
一
方
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
や
市
有
施
設
整
備
基
金
繰
入
金

2
億
7
5
6
2
万
9
千
円
を
減
額
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
を

5
9
6
万
7
千
円
増
額
し
て　

億
3
2
8
1
万
7

33

千
円
と
し
、
診
療
施
設
勘
定
は　

万
8
千
円
減
額

43

し
、
5
3
9
2
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
熊
田
診

療
所
は　

万
2
千
円
増
額
し
て
4
9
1
3
万
1
千

10

円
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
は　

万
円
増
額
し
て
3

61

億
6
2
4
0
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
保
険

は
6
2
9
2
万
1
千
円
増
額
し
て　

億
6
1
4
0

29

万
3
千
円
に
、
下
水
道
事
業
は
1
4
0
万
円
減
額

し
て
3
億
6
6
5
5
万
2
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、
収
益
的
収
入
を
1

3
7
4
万
2
千
円
増
額
し
て
6
億
3
3
9
8
万
7

千
円
と
し
、
収
益
的
支
出
を
4
2
7
9
万
5
千
円

増
額
し
て
5
億
5
7
6
1
万
9
千
円
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
資
本
的
収
入
は
企
業
債
借
入
の
減
額

に
よ
り
、
2
9
7
0
万
6
千
円
減
額
し
て
9
6
0

2
万
2
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
は
2
8
5
7
万

円
減
額
し
て
4
億
6
9
4
0
万
円
と
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
、
改
正
お
よ
び
廃
止

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
3

年
4
月
1
日
か
ら
烏
山
地
区
が
過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
烏
山
地
区
に
お
い
て
要
件

を
満
た
す
事
業
用
資
産
を
取
得
な
ど
し
た
事
業
者

に
対
し
て
、
対
象
と
な
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
を
行
う
た
め
、「
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

・「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」
お
よ
び
「
独
立
行
政
法
人
等
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
廃

止
さ
れ
、「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
に

3
年
度
予
算
は
7
会
計
を
補
正

　

3
年
度
一
般
会
計
は
、
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ

れ
5
億
5
3
0
6
万
9
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の

予
算
総
額
を
1
2
9
億
3
3
8
4
万
7
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
総
務
費
と
し
て
財
政
調

整
基
金
積
立
金
1
億
円
、
市
有
施
設
整
備
基
金
積

立
金
2
億
円
、
庁
舎
整
備
基
金
積
立
金
2
億
円
、

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
1
1
4
9
万
6
千
円

を
増
額
し
ま
し
た
。
民
生
費
は
、
社
会
福
祉
施
設

整
備
費
1
5
0
0
万
円
、
私
立
保
育
園
な
ど
へ
の

負
担
金
1
7
6
6
万
8
千
円
、
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、
す
べ
て
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
給
付
金
を
給

付
す
る
た
め
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

費
1
4
8
0
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
衛
生
費

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
3
回
目

接
種
の
前
倒
し
に
伴
う
報
償
費
や
委
託
料
に
1
4
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統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
市
個
人
情
報
保
護

条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
国
家
公
務
員
と
同
様
に
、
不
妊
治
療
の
た
め
の

休
暇
を
加
え
る
ほ
か
、
育
児
休
業
等
の
取
得
要
件

の
緩
和
や
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
勤
務
環
境

の
整
備
に
関
す
る
措
置
等
を
講
じ
る
た
め
、「
市

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
」
お
よ
び
「
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
の
額
を
見
直
す
と
と
も

に
、
出
動
費
を
出
動
報
酬
に
改
め
る
た
め
、「
市
非

常
勤
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
8
月
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
特

別
職
の
国
家
公
務
員
と
同
様
に
本
市
特
別
職
で
あ

る
市
長
、
副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
期
末
手
当
の

引
下
げ
を
行
う
た
め
、「
市
長
、
副
市
長
及
び
教
育

長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般

職
の
国
家
公
務
員
と
同
様
に
本
市
職
員
の
期
末
手

当
の
引
下
げ
を
行
う
た
め
「
市
職
員
給
与
条
例
」

お
よ
び
「
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま

し
た
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る

通
勤
に
係
る
費
用
弁
償
に
つ
い
て
、
勤
務
実
態
に

応
じ
て
合
理
的
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、「
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
お

よ
び
開
発
区
域
内
の
土
地
な
ど
が
譲
渡
さ
れ
る
場

合
の
円
滑
な
手
続
き
を
進
め
る
た
め
、「
市
土
地

利
用
適
正
化
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
本
市
の
医
療
費
負
担
に
見
合
う
国
民

健
康
保
険
税
率
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
未

就
学
児
の
国
民
健
康
保
険
税
均
等
割
額
を
軽
減
す

る
た
め
、「
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」
を
一
部
改

正
し
ま
し
た
。

・
コ
ン
ビ
ニ
等
に
お
け
る
証
明
書
の
自
動
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
令
和
4
年
度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
に

伴
い
、「
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条

例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
デ
イ
ル
ー
ム
で
通

所
介
護
事
業
を
実
施
し
て
い
た
事
業
者
が
令
和
3

年
7
月
末
日
で
撤
収
し
た
こ
と
か
ら
、
デ
イ
ル
ー

ム
の
使
用
許
可
に
関
す
る
規
定
が
不
要
と
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、「
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
、
管

理
及
び
使
用
料
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
県
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
が
助

成
の
対
象
を
拡
大
し
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
1
級
所
持
者
に
対
し
て
も
、
令
和
4
年
4
月

1
日
か
ら
助
成
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
伴
い
、

「
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
」
を
一

部
改
正
し
ま
し
た
。

・
道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
交
通
安

全
施
設
に
自
動
運
行
補
助
施
設
が
追
加
さ
れ
、
道

路
占
用
料
の
額
が
新
設
さ
れ
た
た
め
、「
市
道
路

占
用
料
徴
収
条
例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
の
定
員
に
つ
い

て
、
諸
事
情
に
よ
り
定
員
に
満
た
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
円
滑
か
つ
弾
力
的
な
運
用
が
で
き
る

よ
う
、「　

人
」
か
ら
「　

人
以
内
」
に
改
め
る
た

10

10

め
、「
市
文
化
財
保
護
審
議
会
設
置
及
び
運
営
条

3
件
の
専
決
処
分
を
承
認

・
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）
と

し
て
、
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
5
1
8
0

万
7
千
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
1

9
億
2
2
2
2
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出

は
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費
（
1
世

帯　

万
円
の
う
ち
、
現
金
給
付
5
万
円
分
）
を
増
額
し
、
歳

10
入
は
、
当
該
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金
を
増
額
し

ま
し
た
。

・
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
8
号
）
と

し
て
、
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
5
0
5
5

万
円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
2
0
億

7
2
7
7
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出
は
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費（
1
世
帯　

万
円

10

の
う
ち
、
ク
ー
ポ
ン
を
基
本
と
し
た
5
万
円
分
）を
増
額
し
ま

し
た
。
歳
入
は
、
当
該
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金

を
増
額
し
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
9
号
）
と

し
て
、
歳
入
・
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
3
億
8
0
0
万

円
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
1
2
3
億
8

0
7
7
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出
は
、
住
民

議
決
事
項

　

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
旧
烏
山
町
地
域
が
過

疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
か
ら
の

有
利
な
財
政
支
援
措
置
を
活
用
し
た
官
民
協
働
に

よ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、「
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

例
」
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

・
平
成　

年
4
月
に
南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務

28

組
合
か
ら
移
管
さ
れ
、
乳
幼
児
健
診
・
相
談
や
介

護
予
防
教
室
な
ど
健
康
の
維
持
・
向
上
の
拠
点
と

し
て
利
用
し
て
い
た
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
市
民
の

福
祉
と
健
康
の
増
進
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
場
と
し
て
の
機
会
が
無
く
な
り
、
施
設
の
目

的
に
合
っ
た
運
営
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
4
年
4
月
1
日
付
で
用
途
の
廃

止
を
す
る
た
め
、「
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
条
例
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費
を
増

額
し
、
歳
入
は
、
当
該
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金

を
増
額
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議

　

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
の
可
決
に
際
し
、

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
が
事
業
主
体
と

な
る
保
健
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
事
業
に
は

市
の
財
政
負
担
が
伴
う
こ
と
か
ら
、「
住
民
の
理

解
な
し
に
事
業
に
着
手
し
な
い
こ
と
」「
ご
み
の
減

量
化
と
再
利
用
化
を
進
め
る
た
め
に
施
設
整
備
と

運
用
方
式
を
再
検
討
す
る
こ
と
」「
市
の
予
算
執
行

を
伴
う
大
規
模
事
業
に
は
議
会
と
の
合
意
形
成
を

図
る
こ
と
」
を
求
め
る
附
帯
決
議
が
市
議
会
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・「
国
に
対
し
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
に

お
け
る
交
付
要
件
を
見
直
す
よ
う
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書
」
を
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係

行
政
庁
な
ど
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・「
栃
木
県
土
砂
等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の

汚
染
及
び
災
害
の
発
生
防
止
に
関
す
る
条
例
の
改

正
及
び
土
砂
埋
立
て
に
関
す
る
支
援
体
制
強
化
を

求
め
る
意
見
書
」
を
県
知
事
へ
提
出
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

・
議
員
提
出
の
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
非
難
す
る
決
議
」に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。
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■
総
合
政
策
課

〇
参
事
兼
総
合
政
策
課
長
兼
庁
舎
整
備
推
進
室
長　

菊
池
義

夫
（
参
事
兼
総
合
政
策
課
長
） 

〇
庁
舎
整
備
推
進
室
課
長
補
佐
（
総
括
）　

平
山
聡
（
総
務
課
）

〇
係
長　

齊
藤
奈
緒
（
農
政
課
） 

◎
係
長　

郡
司
直
哉 

〇
主
査　

田
嶋
勇
介
（
商
工
観
光
課
）

◎
主
査　

佐
々
木
紗
希 

◎
主
査　

倉
堀
奈
津
木

〇
主
任　

峰
岸
翔
太
（
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課−

総

務
課
付
主
任
） 

 

主
事　

高
野
啓
太 

■
ま
ち
づ
く
り
課

〇
地
域
づ
く
り
Ｇ
主
幹
（
総
括
）　

菊
地
静
夫
（
健
康
福
祉
課
） 

〇
専
門
員　

小
林
貞
大 

 

主
事　

鈴
木
啓
吾 

■
総
務
課

◎
行
政
Ｇ
課
長
補
佐
（
総
括
）　

櫻
井
修
（
総
合
政
策
課
） 

〇
危
機
管
理
Ｇ
課
長
補
佐
（
総
括
）　

大
貫
厚
（
議
会
事
務
局
） 

〇
主
幹　

倉
部
健
（
都
市
建
設
課
） 

〇
係
長　

塩
野
育
雄
（
健
康
福
祉
課
）

◎
主
査　

星
貴
裕 

◎
主
任　

直
井
拓
弥 

〇
主
事　

堤
元
樹
（
総
合
政
策
課
） 

新新

〇
市
民
課
長　

大
谷
啓
夫（
市
民
課
長
兼
市
民
窓
口
Ｇ
総
括
） 

◎
市
民
窓
口
G
課
長
補
佐
（
総
括
）　

菊
地
円 

〇
係
長　

薄
井
美
香
（
会
計
課
） 

〇
主
査　

大
塚
勇
人
（
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

−

市
民
課
付
主
査
） 

〇
専
門
員　

神
野
久
志 

〇
主
事　

秋
山
優
佳
（
税
務
課
） 

 

主
事　

小
林
日
菜 

■
健
康
福
祉
課

◎
参
事
兼
福
祉
事
務
所
長
兼
健
康
福
祉
課
長　

皆
川
康
代

〇
社
会
福
祉
Ｇ
課
長
補
佐
（
総
括
）　

大
森
隆
一
（
総
務
課
） 

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
主
幹（
総
括
）　

星
貴

浩
（
ま
ち
づ
く
り
課
） 

〇
保
健
師
副
主
幹　

茂
木
真
理
（
こ
ど
も
課
）

〇
主
査　

岡
真
史
（
税
務
課
） 

◎
保
健
師
主
査　

網
野
純
子 

◎
管
理
栄
養
士
主
査　

大
久
保
明
喜

◎
主
査　

平
山
穂
那
美 

〇
専
門
員　

福
田
守 

◎
主
任　

田
嶋
広
貴 

◎
主
任　

手
塚
美
咲 

◎
主
任　

池
尻
智
紀 

 

主
任　

中
村
哲
也 

〇
保
健
師　

平
野
愛
純
（
こ
ど
も
課
） 

新新

◎
保
育
士
主
幹
（
園
長
）　

大
谷
雅
代
（
に
こ
に
こ
保
育
園
） 

◎
保
育
士
副
主
幹
（
副
園
長
）　

関
谷
恵
（
に
こ
に
こ
保
育
園
） 

◎
保
育
士
係
長　

高
津
戸
正
子 

◆
に
こ
に
こ
保
育
園

◎
保
育
士
主
幹
（
園
長
）　

大
森
弥
生
（
つ
く
し
幼
稚
園
）

〇
保
育
士
係
長　

村
上
ま
さ
み
（
つ
く
し
幼
稚
園
）

◎
保
育
士
主
査　

上
野
悠
貴
子 

◎
保
育
士
主
任　

小
口
明
美 

◆
つ
く
し
幼
稚
園

〇
教
諭
主
幹
（
園
長
）　

榎
由
美
子
（
に
こ
に
こ
保
育
園
）

◎
教
諭
副
主
幹
（
副
園
長
）　

深
澤
桃
子
（
す
く
す
く
保
育
園
） 

〇
教
諭
主
査　

岡
川
好
美
（
に
こ
に
こ
保
育
園
） 

■
農
政
課

◎
農
林
整
備
Ｇ
主
幹
（
総
括
）　

吉
葉
克
則
（
上
下
水
道
課
） 

〇
係
長　

藤
田
真
弓
（
議
会
事
務
局
）

〇
係
長　

各
務
卓
馬
（
農
政
課
係
長
兼
総
合
政
策
課
係
長
） 

〇
係
長　

中
山
崇
（
生
涯
学
習
課
） 

◎
係
長　

五
月
女
寛 

〇
主
査
（
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課
付
）
橋
本
尚
紀 

◎
主
査　

大
橋
伴
美
（
商
工
観
光
課
） 

■
商
工
観
光
課

〇
主
査　

川
俣
綾
子
（
健
康
福
祉
課
）

〇
主
事　

田
中
島
啓
人
（
生
涯
学
習
課
）

 

主
事　

中
島
愛
美 

■
都
市
建
設
課

〇
地
籍
調
査
Ｇ
課
長
補
佐
（
総
括
）　

滝
口
隆
行
（
農
政
課
）

〇
係
長　

五
月
女
貴
子
（
学
校
教
育
課
）

〇
専
門
員　

小
田
倉
浩 

■
上
下
水
道
課

◎
工
務
Ｇ
課
長
補
佐
（
総
括
）　

川
島
広
明

〇
下
水
道
Ｇ
主
幹
（
総
括
）　

安
藤
準
一
（
生
涯
学
習
課
）

〇
係
長　

束
原
一
吉
（
市
民
課
） 

◎
主
任　

樋
山
雄
大 

■
会
計
課

〇
課
長
補
佐　

川
俣
由
利
子
（
都
市
建
設
課
）

〇
専
門
員　

滝
田
勝
幸 

新

人
事
異
動

市職員の
　

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

職
員
数
は
、
4
年
度
新
採
用
や
再
任
用
職
員
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
2
4
2
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

◎
＝
昇
任
、
新
＝
新
採
用
、
新
・
任 
＝
新
採
用
・
任
期
付
職
員
、（　

）
内
＝
異
動
前
の
課
、
課

内
の
並
び
は
順
不
同
と
な
り
ま
す
。 

◎
主
査　

丸
山
美
由
紀 

◎
臨
床
心
理
士
主
査　

野
土
谷
真
弓

◎
臨
床
心
理
士
主
査　

小
林
香
文

〇
主
任　

堀
江
陸
央
（
農
政
課
） 

◆
江
川
小
学
校 

〇
業
務
員　

菱
沼
幸
弘 

◆
荒
川
小
学
校 

〇
業
務
員　

山
田
幸
夫

◆
烏
山
中
学
校

〇
業
務
員　

阿
久
津
光
一 

■
生
涯
学
習
課

○
係
長
兼
社
会
教
育
主
事　

黒
鵜
英
輝
（
高
根
沢
町
立
北
小

学
校
教
諭
） 

◎
主
査　

谷
口
結
莉
花 

◎
主
査　

羽
石
真
久 

 

総
括
技
術
専
門
員　

後
藤
信
祐

〇
専
門
員　

石
川
浩 

◎
主
任　

永
山
綾
香 

〇
主
事　

常
盤
祐
哉
（
商
工
観
光
課
） 

■
派
遣
職
員

〇
栃
木
県
総
合
政
策
部
市
町
村
課−

総
務
課
付
主
任　

石

井
勇
多
（
総
合
政
策
課
主
任
） 

〇
栃
木
県
県
民
生
活
部
県
民
文
化
課−

生
涯
学
習
課
付
主

任　

山
田
佳
苗 

〇
栃
木
県
県
土
整
備
部
烏
山
土
木
事
務
所−

都
市
建
設
課

付
主
査　

菊
地
唯
之 

〇
栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合−

市
民
課
付
主
任

　

郡
司
和
典
（
市
民
課
主
任
） 

■
退
職
職
員

〇
上
下
水
道
課
下
水
道
Ｇ
主
幹
（
総
括
）　

大
貫
信
行

〇
つ
く
し
幼
稚
園
教
諭
主
幹
（
園
長
）　

勝
冶
範
子

〇
す
く
す
く
保
育
園
保
育
士
主
幹
（
園
長
）　

鈴
木
恵
美
子

〇
す
く
す
く
保
育
園
保
育
士
副
主
幹（
副
園
長
）　

黒
崎
明
子

〇
生
涯
学
習
課
係
長　

佐
藤
篤 

○
健
康
福
祉
課
保
健
師
主
査　

櫻
井
貴
子

〇
す
く
す
く
保
育
園
保
育
士
主
査　

阿
部
孔
子

新
・
任
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■
税
務
課

◎
主
査　

齋
藤
州
司
（
こ
ど
も
課
） 

◎
主
任
兼
矢
板
県
税
事
務
所
派
遣　

越
雲
悠
琢

◎
主
任　

増
子
莉
紗
（
総
務
課
）

◎
主
任　

岡
本
渉 

■
市
民
課

■
こ
ど
も
課

〇
主
査　

藤
井
梨
恵
（
市
民
課
）

◎
保
健
師
主
査　

星　

あ
づ
み

◎
主
任　

荒
井
沙
織

 

主
事　

五
味
渕
く
る
み 

◆
す
く
す
く
保
育
園

新

■
議
会
事
務
局

◎
庶
務
議
事
Ｇ
局
長
補
佐
（
総
括
）　

渡
辺
睦
美
（
市
民
課
） 

〇
係
長　

村
上
和
史
（
学
校
教
育
課
） 

■
学
校
教
育
課

◎
学
校
給
食
Ｇ
主
幹
（
総
括
）　

五
味
渕
徹

〇
課
長
補
佐　

塩
野
目
庸
子
（
ま
ち
づ
く
り
課
）

〇
農
政
課
主
査　

雫
保
友

〇
税
務
課
主
任　

渡
邊
貴
也 

〇
生
涯
学
習
課
専
門
員　

水
沼
透

〇
農
政
課
専
門
員　

糸
井
美
智
子

〇
上
下
水
道
課
専
門
員
（
短
時
間
勤
務
）　

奥
澤
隆
夫

〇
に
こ
に
こ
保
育
園
業
務
員
（
短
時
間
勤
務
）　

雫
洋
子

卒
業
式
・
卒
園
式

　

3
月
に
入
り
、
市
内
の
小
・
中
学
校
や
幼
稚

園
・
保
育
園
で
卒
業
式
・
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
卒

業
生
、
卒
園
児
が
思
い
出
の
つ
ま
っ
た
学
び
舎
を

巣
立
ち
ま
し
た
。2
つ
の
中
学
校
で
は
3
月　

日
10

昭

に
2
2
0
人
が
、
5
つ
の
小
学
校
で
は　

日
晶

18

に
2
0
0
人
が
卒
業
。ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
園

か
ら
も
大
勢
の
園
児
が
卒
園
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
卒
業
式
・
卒
園
式

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

烏山烏山中中

七合七合小小

烏山みどり幼稚烏山みどり幼稚園園

すくすく保育すくすく保育園園

烏山聖マリア幼稚烏山聖マリア幼稚園園 南那須南那須中中

荒川荒川小小みらいのKaze保育みらいのKaze保育園園

烏山烏山小小 烏山保育烏山保育園園
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Ｊ
Ａ
な
す
南
い
ち
ご
部
会
の
9
人
が 

と
ち
ぎ
農
業
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定

　

県
と
Ｊ
Ａ
な
す
南
は
、
3
月　

日
15

昇

、
Ｊ
Ａ
な
す
南
都
青
果
物
集
荷
所
で

と
ち
ぎ
農
業
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
証
交
付

式
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
い
ち
ご
部
会

（
川
上
早
春
部
会
長
）
の
9
人
が
マ
イ
ス

タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
ち
ぎ
農
業
マ
イ
ス
タ
ー
と
は
、
人

材
の
確
保
や
育
成
を
行
う
産
地
で
新
規

就
農
希
望
者
に
栽
培
技
術
や
経
営
管
理

な
ど
の
指
導
を
行
う
人
の
こ
と
で
す
。

当
日
は
、
認
定
者
を
代
表
し
て
川
上
部

会
長
が
県
農
業
振
興
事
務
所
の
髙
野
部

長
か
ら
認
定
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

　

川
上
部
会
長
は
、「
他
産
業
か
ら
新

規
就
農
者
を
受
け
入
れ
、
南
那
須
地
域

が
い
ち
ご
の
産
地
と
し
て
成
長
で
き
る

よ
う
農
業
者
同
士
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。 

交付式の様子交付式の様子 

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

3
年
度「
第
3
四
半
期
」
月
～

月

10

12

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

10

10

29

○
就
学
指
定
校
の
変
更
を
承
認

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
令
和
4
年
度
小
学
校
、
中
学
校
及
び
義
務
教
育
学
校

職
員
定
期
異
動
方
針
を
決
定

○
南
那
須
武
道
館
解
体
工
事
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

11

11

19

○
準
要
保
護
児
童
生
徒
の
認
定
を
承
認

○
令
和
3
年
度
市
一
般
会
計
（
教
育
費
関
係
）
補
正
予
算

（
第
6
号
）
を
決
定

○
市
学
校
施
設
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
要
項
の
制
定
を
決
定

○
小
学
校
小
規
模
特
認
校
制
度
実
施
規
程
の
制
定
を
決
定

○
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
臨
時
会
（　

月　

日
昇
）

12

11

30

○
市
教
育
委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
者
（
網
野
甚
一
氏
）
の

指
名
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会
（　

月　

日
晶
）

13

12

24

○
市
立
小
中
学
校
の
修
学
旅
行
等
に
係
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
追
加
経
費
等
補
助
金
交
付
要
綱
の
制

定
を
決
定

○
市
指
定
文
化
財
の
指
定
を
決
定

▼
そ
の
他
の
出
席

・　

月
5
日
晶

：
市
立
図
書
館
指
定
管
理
者
プ
ロ
ポ
ー

11
ザ
ル

・　

月　

日
晶

：
南
那
須
教
育
会
幼
少
中
高
一
貫
教
育

11

12

研
究
協
議
会

・　

月　

日
松

：
烏
山
学
＋
（
プ
ラ
ス
）
成
果
報
告
会

11

13

・　

月　

日
掌

：
市
政
功
労
伝
達
式

11

14

・　

月　

日
昭

、　

月
8
日
昌

：
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

11

25

12

育
成
事
業
視
察
研
修
（
真
岡
市
）

・　

月
5
日
掌

：
那
須
烏
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12

Ｊ
Ａ
な
す
南
ト
マ
ト
部
会 

桃
太
郎
ト
マ
ト
出
荷
ス
タ
ー
ト

　

Ｊ
Ａ
な
す
南
で
は
、
ト
マ
ト
「
桃
太

郎
ホ
ー
プ
」
の
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
に
伴
い
、
2
月　

日
昭

に
中
山
正

24

樹
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
な
す
南
馬
頭
ト
マ
ト

部
会
の
髙
野
寿
人
副
部
会
長
が
市
役
所

烏
山
庁
舎
を
訪
問
し
、
川
俣
純
子
市
長

に
今
年
の
生
育
状
況
や
出
荷
状
況
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。

　
「
桃
太
郎
ホ
ー
プ
」
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
甘
み
と
適
度
な
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

髙
野
副
部
会
長
は
、「
生
育
は
例
年

ど
お
り
順
調
で
、実
も
し
っ
か
り
付
い

て
い
る
。加
熱
せ
ず
生
で
食
べ
て
、素
材

そ
の
も
の
の
味
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

贈呈式の様子

お食事処マップが新しくなりました！

　市観光協会では、
「那須烏山市お食事
マップ2022年度版」
を作成しました。
　コロナ禍で観光業
や飲食業が厳しい状
況におかれる中、今
後のウィズコロナ時
代に向け、ひとりで
も多くの観光客や市内の皆さんに市内の飲食店
をご利用いただくことを目的に作成しました。
ぜひ、手に取ってみてください。
　配布場所は、市役所烏山庁舎、山あげ会館、
龍門ふるさと民芸館、掲載されている飲食店で
す。上記のほか、お食事マップの配布にご協力
いただける事業者などは、下記あてお問い合わ
せください。
■問合　市観光協会　緯0287−84−1977
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横
山
さ
ん
、
齋
藤
さ
ん 

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

　

横
山
キ
ノ
エ
さ
ん
（
神
長
）
が
3
月　
11

日
晶

に
、
齋
藤
セ
イ
さ
ん
（
滝
田
）
が
3

月　

日
掌

に
満
1
0
0
歳
を
迎
え
、
市

20
か
ら
祝
詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

横
山
さ
ん
は
現
在
、
市
内
の
介
護
施

設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
社
交
的
で
明

る
い
横
山
さ
ん
は
、
他
の
入
居
者
と
一

緒
に
生
け
花
や
書
道
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
演
歌
が
好
き
で
以
前
は
家

族
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

好
き
嫌
い
せ
ず
、
何
で
も
食
べ
る
横

山
さ
ん
で
す
が
、
中
で
も
お
刺
身
と
お

酒
が
大
好
物
と
の
こ
と
。
長
寿
の
秘
訣

は
、「
何
事
も
積
極
的
に
い
く
こ
と
」
だ

そ
う
で
す
。

　

お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
家
族
を
前
に

横
山
さ
ん
は
、「
み
ん
な
に
祝
っ
て
も
ら

え
て
胸
い
っ
ぱ
い
。幸
せ
で
す
」と
と
び

き
り
の
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
の
齋
藤
さ
ん
も
、
同
じ
く
市
内

の
介
護
施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
裁

縫
が
と
て
も
得
意
で
、
以
前
は
和
服
を

は
じ
め
身
の
回
り
の
も
の
は
何
で
も
手

作
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

働
き
者
で
、
家
族
の
た
め
仕
事
や
家

事
を
頑
張
っ
て
い
た
と
い
う
齋
藤
さ

ん
。
現
在
の
日
課
は
、
毎
朝
早
起
き
し

て
新
聞
を
読
む
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
長

年
の
規
則
正
し
い
生
活
が
長
寿
に
つ
な

が
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
日
齋
藤
さ
ん
は
、
家
族
や
施
設
職

員
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
祝
福
さ

れ
、
1
0
0
歳
の
記
念
日
を
涙
な
が

ら
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

齋藤さ齋藤さんん 横山さ横山さんん

塩
野
目
さ
ん
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で 

関
東
大
会
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

　

塩
野
目
愛
莉
さ
ん
（
初
音
）
が
通
う
那

須
塩
原
市
立
厚
崎
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
が
、　

月
に
行
わ
れ
た
「
栃
木
県

11

中
学
校
強
化
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
で

優
勝
し
、
3
月　

日
松

、　

日
掌

に
千

12

13

葉
県
で
開
か
れ
る
「
第　

回
関
東
中
学

32

生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
出
場

し
ま
す
。

　

ま
た
、
塩
野
目
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の

成
績
が
評
価
さ
れ
、
3
月　

日
松

～　

26

28

日
捷

に
大
阪
府
で
開
か
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第　
18

回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
も
栃
木
県
代

表
で
出
場
し
ま
す
。

　

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
シ
ョ
ー
ト
の
二
刀
流

と
い
う
塩
野
目
さ
ん
。「
仲
間
と
連
携

プ
レ
ー
で
き
た
と
き
が
楽
し
い
。
今
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
出
し
切
り
、

チ
ー
ム
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
大

会
へ
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
交
通
安
全
協
会

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
で
子
ど
も
を
守
る

■
烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

烏
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
萩
原
宣
子
会

長
）
で
は
、
市
内
の
5
つ
の
小
学
校
に
入

学
す
る
新
1
年
生
1
3
0
人
に
黄
色
い

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

3
月　

日
昇

に
市
役
所
南
那
須
庁
舎

22

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
萩
原
会
長

が
田
代
和
義
教
育
長
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、
市
教
育
委

員
会
を
通
じ
て
各
小
学
校
に
配
布
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、　

年
前
か
ら
続
い
て

44

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
1
万
3
1
2
2
人

の
子
ど
も
た
ち
に
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

が
贈
ら
れ
、
小
学
生
の
安
心
・
安
全
の

た
め
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会

　

市
と
那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会（
大
野

正
夫
会
長
）
で
は
、
交
通
事
故
か
ら
子
ど

も
を
守
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
に
反

射
タ
ス
キ
2
2
0
本
お
よ
び
下
敷
き
と

定
規
1
5
0
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

3
月
9
日
昌

に
市
役
所
南
那
須
庁
舎

で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
大
野
会
長

と
川
俣
純
子
市
長
が
田
代
和
義
教
育
長

に
タ
ス
キ
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。
タ

ス
キ
は
中
学
1
年
生
に
、
交
通
ル
ー
ル

が
書
か
れ
た
下
敷
き
と
定
規
は
小
学
1

年
生
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

大
野
会
長
は
、「
暗
く
な
る
下
校
時

の
タ
ス
キ
の
着
用
や
、
下
敷
き
と
定
規
で

保
護
者
と
と
も
に
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん

で
も
ら
い
、
子
ど
も
の
事
故
防
止
に
つ
な

げ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上：田代教育長にランドセルカバーを手渡す萩原会長（左）
下：田代教育長にタスキを手渡す大野会長（左）と川俣市長（右）
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市
で
は
、
市
内
の
観
光
地
を
魅
力
的
に
紹
介
す

る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作

し
ま
し
た
。

動
画
の
内
容
は
？

　

龍
門
の
滝
を
共
通
ポ
イ
ン
ト
に
設
定
し
、
周
辺

の
観
光
地
を
紹
介
す
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
場
す
る
モ
デ
ル
の
世
代
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
演
出
を
変
え
た
り
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

や
効
果
音
を
挿
入
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
感
を
表
現
し
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

五
感
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
訪
れ
た
人
が
地
元
の
人
や
観
光
施
設
の
ス

タ
ッ
フ
の
笑
顔
と
触
れ
合
い
な
が
ら
体
験
型
観
光

を
楽
し
む
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
動
画
を

見
た
人
に
自
分
も
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
て
、
直

に
体
験
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

市
内
の
魅
力
を
詰
め
込
ん
だ

観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
が
完
成
し
ま
し
た
！

工
夫
も
凝
ら
し
ま
し
た
。

　

動
画
は
、
3
分
程
度
の
春
編
・
夏
編
・
秋
編
に

加
え
、
5
分
程
度
の
総
集
編
を
制
作
。
さ
ら
に
総

集
編
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
用
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
動
画
内
の
テ

ロ
ッ
プ
を
英
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
（
繁
体
字
・
簡

体
字
）
に
翻
訳
し
た
動
画
も
制
作
し
ま
し
た
。

ど
こ
で
見
ら
れ
る
の
？

　

動
画
は
、
市
の
公
式
観
光
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
な
す
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
順
次
掲
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
の
う
え
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、
山
あ
げ
会
館
や
龍
門
ふ
る

さ
と
民
芸
館
、
大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
な
ど
の

観
光
施
設
の
ほ
か
、
市
内
の
飲
食
店
な
ど
で
も
放

映
し
、
更
な
る
観
光
事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

協
力
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
現
在
、
市
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
で

動
画
を
放
映
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
に
は
、
動

画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
左
記
あ
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

商
工
観
光
課

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
5

83

令
和
3
年
度
は　

人
が
達
成
！

91

な
す
か
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
づ
く
り
に

関
心
を
持
ち
、
主
体
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
の
1
つ
と
な
る
よ
う
、
な
す
か

ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
で
は
、
小
学
1
年
生
～
中
学
3

年
生
を
対
象
に
し
た
事
業（
こ
ど
も
版
）を
新
た
に

実
施
し
、　

人
が
ポ
イ
ン
ト
を
達
成
。
全
員
に

23

市
内
の
店
舗
な
ど
で
利
用
で
き
る
1
0
0
0
円

分
の
利
用
券
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は　

人
68

が
達
成
し
、
景
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
2
月　
18

日
晶

に
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
達
成
者
の

中
か
ら
抽
選
で
3
人
に
1
万
円
の
食
事
券
が
進

呈
さ
れ
ま
し
た
。
当
選
し
た
笹
﨑
洋
子
さ
ん

（
南
1
丁
目
）
は
、「
当
た
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
嬉
し
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

関
一
郎
さ
ん
（
小
木
須
）
は
、「
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ

イ
ン
ト
で
も
あ
る
市
の
教
室
の
参
加
は
外
出
や

運
動
の
機
会
に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◇

　

誰
も
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、
令
和
4
年
度

で
開
始
か
ら
6
年
目
を
迎
え
ま
す
。
令
和
4
年

度
も
よ
り
多
く
の
人
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
新
規
参
加
者

や
若
い
世
代
、
女
性
の
が
ん
検
診
に
特
典
を
つ

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
5

月
9
日
捷

か
ら
烏
山
庁
舎
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー
や

健
康
福
祉
課
窓
口
で
設
置
す
る
ほ
か
、
健
康
福

祉
課
が
実
施
す
る
事
業
で
配
布
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
健
康
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

▲市公式観光
ＹｏｕＴｕｂｅチャ
ンネル（なすか
らチャンネル）

民話アニメー
ション動画や山
あげ祭の動画な
ども公開してい
ます。チャンネ
ル登録をお願い
します！

髙野楓さん（東原）、伊藤大悟さん（興野）、
中山陸翔さん、彩さん（中央　丁目）、内藤3

優羽さん（小倉）、塩野目公英さん、公康さ
ん（野上）、塩野目さくらさん（野上）、平野
恭子さん（初音）、小口翔大さん（滝田）、雫
春進さん、大輝さん（南大和久）、大橋潤さ
ん（旭　丁目）、吉川陸斗さん（南　丁目）、川1 1

俣美歩さん（旭　丁目）、金枝倖生さん、道1

大さん、芽依さん（上川井）、髙倉杏さん、
仁さん（南　丁目）1

※承諾を得たお子さんのみ掲載しています。

こども版ポイント達成者

関さ関さんん 笹崎さ笹崎さんん

ぜひ、市外に
住んでいる人に
紹介してください！

…
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ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
き
な
目
的
は
、

地
域
資
源
を
保
護
・
保
全
し
て
い
く

こ
と
で
す
。
そ
の
地
域
に
広
が
る
大

地
の
上
に
、
生
態
系
や
今
の
生
活
・

文
化
が
あ
る
、
と
い
う
考
え
の
も

と
、
自
然
や
地
形
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
特
有
の
伝
統
や
歴
史
も
守
っ
て
い

こ
う
と
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
資
源
の
保
全
を
と
お
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

～
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
～

ジ
オ
パ
ー
ク
の
目
的

　

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
で

は
、
地
域
に
あ
る
自
然
・
文
化
な
ど

の
保
全
・
活
用
の
た
め
、
市
内
外
の

人
へ
向
け
て
の
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
、
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ジ
オ
パ
ー
ク
と

身
の
回
り
の
地
域
資
源
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
ジ
オ
パ
ー
ク

へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
今

後
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

※
今
回
で
、「
那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
だ
よ

り
」は
終
了
と
な
り
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
那
須
烏
山
市

文
化
財
保
護
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
基

づ
い
て
、
那
須
烏
山
市
指
定
文
化
財
と

し
て
2
件
の
文
化
財
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

向
田
の
ナ
ツ
メ

　

ナ
ツ
メ
は
、
古
く
か
ら
庭
木
と
し
て

植
え
ら
れ
、
果
実
は
薬
用
・
食
用
と
し

て
、
材
は
彫
刻
な
ど
に
加
工
さ
れ
利
用

さ
れ
て
き
た
植
物
で
す
。
こ
の
果
実
は

甘
い
味
が
す
る
こ
と
か
ら
、
昔
は
向
田

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
帰
り
道

な
ど
に
集
ま
れ
る
場
所
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
戦
後
の
食
糧
難
の
時
期
に
は
、

食
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
不
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

伐
採
さ
れ
、
市
内
の
ナ
ツ
メ
は
数
え
ら

れ
る
ほ
ど
し
か
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

新
た
に
2
件
を
追
加

那
須
烏
山
市
指
定
文
化
財

　

向
田
の
ナ
ツ
メ
は
、
上
記
の
よ
う
に

地
球
上
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
貴
重
な

存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
の
種
類
と

し
て
は
大
き
く
成
長
し
て
い
る
も
の
に

分
類
さ
れ
、
日
本
国
内
で
も
有
数
の
大

き
さ
を
誇
る
個
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
指
定
天
然
記
念
物
に

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

愛
宕
神
社
本
殿
は
、 
縦  
板  
葺  
目  
板  
打 

た
て 
い
た 
ぶ
き 
め 
い
た 
う
ち

の 
一  
間  
社  
流  
造 
と
い
う
構
造
を
し
た

い
っ 
け
ん 
し
ゃ 
な
が
れ 
づ
く
り

建
物
で
す
。
置
札
に
よ
る
と
、
八
幡
宮

社
殿
に
愛
宕
神
社
を 
合  
祀 （
あ
る
神
社
の
神

ご
う 
し

様
を
別
の
神
社
で
合
わ
せ
て 
祀 
る
こ
と
）
し
、
社

ま
つ

名
を
愛
宕
神
社
と
し
た
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
置
札
よ
り
約
2
2
0
年

前
の
棟
札
に
は
、
当
本
殿
は
元
禄
9
年

に
建
て
ら
れ
た
と
あ
り
、 
意  
匠 
様
式

い 
し
ょ
う

も
当
時
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
数

多
く
残
る
置
札
に
は
、
そ
の
後
の
修

理
記
録
が
残
さ
れ
、
携
わ
っ
た
大
工

や
当
時
の
名
主
な
ど
が
分
か
る
貴
重

な
札
で
す
。

　

当
本
殿
は
、
室
町
時
代
か
ら
続
く

手
法
を
多
く
残
し
て
い
る
最
後
の
頃

の
作
例
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
で
、

新
し
い
手
法
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
古
様
と
新
た
な
建
築
様
式
と
の

分
岐
点
に
位
置
す
る
年
代
の
は
っ
き

り
し
て
い
る
基
準
作
と
し
て
貴
重
な

建
造
物
で
あ
る
と
言
え
る
こ
と
か

ら
、
市
指
定
建
造
物
に
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

向田のナツ向田のナツメメ

愛宕神社本愛宕神社本殿殿

■向田のナツメ
指定番号：市指定文化財第162号／指定年月日：令和　年　月11日／種別：2 8
記念物（天然記念物）／員数：　本／所在地：向田／所有者・管理者：個人1
■愛宕神社本殿附棟札及び置札
指定番号：市指定文化財第163号／指定年月日：令和　年12月24日／種別：3
有形文化財（建造物）員数：　棟（棟札及び置札23枚）／所在地：志鳥／1
所有者・管理者：愛宕神社

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
「
G
E
O
（
大
地
）」
と
「
P
A
R
K
（
公
園
）」
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
で
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
具
体
的
に
何
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲長者ヶ平官衙遺跡竹林整備の様子

▲高校生にジオサイトの解説をしている様子

愛
宕
神
社
本
殿 
附  
棟  
札 
及
び 
置  
札 

つ
け
た
り 
む
な 
ふ
だ 

お
き 
ふ
だ
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4
月
に
な
り
、
新
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
！
こ
の
時
期
の

広
報
担
当
は
と
い
う
と
、
桜
の
旬

を
逃
さ
ず
カ
メ
ラ
に
収
め
る
べ

く
、
市
内
の
「
桜
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
励
ん
で
い
ま
す
。
満
開
の
桜
は
も
ち
ろ
ん

素
敵
な
の
で
す
が
、
個
人
的
に
は
花
び
ら
が

風
に
舞
っ
て
い
る
瞬
間
が
た
ま
ら
な
く
好
き

で
す
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
切
な
い
感
じ
も
し
ま
す

が
、
そ
こ
も
ま
た
良
い
ん
で
す
よ
ね
～ 

　

さ
て
、
広
報
4
月
号
お
馴
染
み
の
人
事
異

動
で
す
が
、
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
に
も
動
き

が
あ
り
、
H
さ
ん
が
他
の
グ
ル
ー
プ
へ
異
動

に
。
隣
同
士
の
席
で
色
々
な
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
先
輩
・
H
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
を

離
れ
る
の
は
と
て
も
寂
し
い
で
す
…
と
い
っ

て
も
、
今
度
は
真
向
い
の
席
に
な
り
ま
し
た

ね
（
笑
）
こ
れ
か
ら
も
共
に
お
仕
事
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ
に
は
、
新
採

用
の
K
く
ん
が
仲
間
入
り
！
今
年
度
は
、
C

さ
ん
、
K
く
ん
、
M
の
3
人
で
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

そ
し
て
次
回
の
5
月
号
で
、
発
行
か
ら
2

0
0
号
を
迎
え
る
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
。

そ
れ
を
記
念
し
て
5
月
号
か
ら
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！
レ
イ
ア
ウ
ト
を
新
し

く
す
る
ほ
か
、
新
コ
ー
ナ
ー
も
始
ま
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
★
さ
ぁ
て
、
編

集
作
業
頑
張
る
ぞ
ー　

（
涙
目
）

!!

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

和　

久　
 
湊 　
 
茉 （
朋
由
・
明
美
）下
川
井

そ
う 

ま

堀　

江　
 
暖  
心  
花 （
淳
一
・ 
潤 
）旭
2
丁
目

の 

の 

か

小　

林　
　
　
 
昴 （
康
司
・
多
恵
）野　
　

上

す
ば
る

郡　

司　
 
美 　
 
音 （
直
哉
・美
由
紀
）白　
　

久

み 

お
ん

星　

野　
 
莉  
乃  
愛 （ 
諒 
・ 
瞳 
）三　
　

箇

り 

の 

あ

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

石
川
浩
之
様（
東
京
都
大
田
区
）か
ら
3
万
円
、

匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら
合
計　

万
5
0

13

20

0
0
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

●
第　

回
毎
日
農
業
記
録
賞

49

▽
一
般
部
門　

宇
都
宮
支
局
長
賞
：
磯
和
子

　
「
資
材
置
き
場
と
し
て
貸
し
て
ほ
し
い
」

「
太
陽
光
発
電
の
事
業
を
行
い
た
い
」
と

い
っ
た
話
に
乗
っ
た
結
果
、
土
地
に
廃
棄
物

を
不
法
投
棄
さ
れ
る
、
違
法
な
土
砂
埋
立
て

を
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
県
内
で
多
発
し
、

本
市
で
も
既
に
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
事
業
者
は
法
律
や
条
例
を
無
視
し

て
廃
棄
物
な
ど
を
運
び
入
れ
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
き
ま
す
。
事
前
に
土
地
所
有
者
が

交
わ
し
た
約
束
を
破
ら
れ
、
放
置
さ
れ
た
廃

棄
物
な
ど
を
土
地
所
有
者
が
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
、
大
切

な
土
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
狙
わ
れ
や
す
い
土
地

　

休
耕
地
や
原
野
な
ど
の
未
利
用
地
、
人
目

に
つ
き
に
く
い
山
林
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が

出
入
り
し
や
す
い
土
地
な
ど
。

●
防
止
策

　

安
易
に
土
地
を
渡
さ
な
い
よ
う
、
周
囲
に

相
談
し
て
慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。
契
約

す
る
際
は
口
約
束
で
は
な
く
書
面
で
、
内
容

を
よ
く
確
認
し
て
結
ぶ
ほ
か
、
相
手
の
所
在

や
連
絡
先
、
法
人
登
記
な
ど
を
確
認
し
、
必

要
な
許
可
を
受
け
て
い
る
か
な
ど
、
不
審
な

点
が
あ
る
場
合
に
は
市
や
県
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
有
地
に
侵
入
防
止
策
や
警
告
看

板
を
設
置
し
、
必
要
な
防
止
措
置
を
講
じ
ま

し
ょ
う
。

●
不
法
投
棄
や
埋
立
て
を
目
撃
し
た
ら

　

直
ち
に
市
や
警
察
に
通
報
し
、
発
見
し
た

日
時
や
場
所
、
投
棄
さ
れ
て
い
る
物
と
量
、

事
業
者
の
情
報（
車
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど
）を
分
か
る

範
囲
で
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
事
業
者
へ
の
声
か
け
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合　

ま
ち
づ
く
り
課

緯
0
2
8
7−

　

−

1
1
2
0

83

あ
な
た
の
土
地
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

廃
棄
物
や
土
砂
の
不
法
投
棄
・
無
許
可
埋
め
立
て
に
注
意

ジ
ョ
ン
ソ
ン　

ゾ
ラ
ヤ　

ロ
ー
ズ（
ジ
ョ
ン

ソ
ン　

デ
ィ
ビ
ア
ン　

オ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン　
エ
リ
ー
ス　
ロ
シ
ェ
ル
）南
大
和
久



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
https://lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

2022.3.1現在
（　）対前月比

※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。※令和2年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

12,049 女
死亡
転出

12,174

人口 24,223（－23）

世帯数 9,126

35
52

8
27

広報なすからすやま ２０２2.415

★一般図書★
『〈自分〉を知りたい君たちへ』
　　　　　　　　　　　養老　孟司
『強運招き寄せ手相占い』秋山　眞人
『あなたのルーツを教えて下さい』

安田　菜津紀
『スリルライフ』　　　　新庄　剛志
『源為朝伝説』　　　　　藤井　勝彦
『陸上自衛隊ますらお日記』

ぱやぱやくん
『これは、アレだな』　高橋　源一郎
『人生の旅をゆく　』　吉本　ばなな4

★児童図書★
『　秒で見破れ！全員ウソつき』5

田中　智章
『いつか選挙に行く君に知っておい
てほしいこと』　　　　  宇野　重規
『はじめての脱炭素』　すなだ　ゆか

『食物アレルギーサバイバル』飯野　晃
『ぼくらは少年鑑定団！』

くすのき　しげのり
『　ねん　くみの女王さま』1 1

いとう　みく
『スプーンとフライパン』新井　洋行

★DVＤ★
『るろうに剣心 最終章 The Final』

大友　啓史監督
『犬部！』　　　　　篠原　哲雄監督
『ブルー』　　　　　吉田　典生監督
『望み』　　　　　　　堤　幸彦監督
『弥生、三月　君を愛した30年』

遊川　和彦監督
『あなたに降る夢』

アンドリュー・バーグマン監督
『ジャングル・クルーズ』

ジャウム・コレット=セラ監督

俳　

句

水
野　

信
一
選

春
光
や
我
よ
り
太
き
父
の
指 

伊
藤　

博
志（
田
野
倉
） 

鶯
の
音
沙
汰
の
な
き
狭
庭
か
な 坂

本　

蓉
子（
大　

金
） 

八
十
路
な
り
優
先
順
位
決
め
る
日
日 

三
保
谷
イ
ツ（
金　

井
） 

う
ぐ
ひ
す
の
声
大
屋
根
の
真
裏
よ
り 

板
橋　

陽
子（
岩　

子
） 

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

し
も
つ
か
れ
母
の
残
し
た
味
を
追
う 

小
堀　

翠
泉（
中　

央
） 

如
月
の
毎
日
温
度
た
し
か
め
る 南　

美
保
子（
福　

岡
） 

雪
降
る
と
す
ぐ
思
い
出
す
日
陰
道 

石
原　

紀
男（
中　

央
） 

眠
れ
ぬ
夜
犬
の
遠
吠
え
耳
に
付
き 

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
） 

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

コ
ロ
ナ
禍
に
発
表
会
も
な
く
な
り
て
着
物
と
帯
を
箪

笥
に
し
ま
ふ　
　
　
　
　
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

コ
ロ
ナ
禍
で
み
な
中
止
に
な
り
一
人
ぼ
っ
ち
空
を
見

上
げ
る
日
溜
り
の
縁
に　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

宙
を
舞
う
オ
リ
ン
ピ
ア
達
の
技
凄
し
無
限
の
極
致
に

拍
手
を
送
る　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

ゴ
ー
ゴ
ー
と
春
風
の
中
田
を
起
こ
す
ト
ラ
ク
タ
ー
土

煙
ま
い
上
げ　
　
　
　
　
　

須
田　

孝
子（
城　

東
） 

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１

番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「QRコード」は㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

小学　年生、英語,数学の予習をしませんか？6
中学　年生、来年の受験は大丈夫ですか？2

授業料：8900円〜（金額は授業数によって変わります）
無料体験実施中

詳しくはこちらへ→→→

「広告見た！」とLINEください

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

安心な暮らしをサポート！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・自賠責・火災（地震）
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・積立
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234

おかげ様で39年！
三井住友海上代理店

（有）しおや保険事務所
◇損害保険：自動車・火災・企業賠責（サイバー） 他
◇生命保険：新総合収入保障・新医療・ガン保険 他
◆お問合せ  〒321－0526　那須烏山市田野倉383
TEL：0287－88－9870　FAX：0287－88－0234



なすから特派員通信〔石崎利男特派員〕

　なすから特派員の皆さんは、那須烏山市での暮らしぶりをはじめ、自然、グルメ、遊べるスポットなど、なすから
の魅力あふれる情報をそれぞれのインスタグラムで発信しています。
　今回は石崎利男（＠toshiishi6）さんの投稿を紹介します。南那須地区にある大金吊り橋が夕焼け
に包まれています。だいぶ日が伸びて暖かくなり、那須烏山市も冬の終わりを迎えています。
　今回紹介したもののほか、インスタグラムで那須烏山市の暮らし「なすからいふ」を発信中！なす
から特派員の皆さんの投稿は、ハッシュタグ「＃なすから特派員」で検索してご覧ください。
※今回で「なすから特派員通信」は終了となります。ご覧いただき、ありがとうございました。

＊夕焼けに映える 吊り橋＊

夕焼けに包まれる 大金吊り橋
冬から春へ～気持ちの良い季節は
直ぐ そこまで来ています

＃那須烏山市　＃五感で楽しむ那須烏山
＃なすから特派員　＃なすから夕焼け便り
＃大金吊り橋にて　＃春の足音はそこまで
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16広報なすからすやま ２０22.4

有
料
広
告

　

来
月
号
（
令
和
4
年
5
月
号
）
か
ら
、

広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
を
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！

　
「
見
や
す
く
・
手
に
取
る
・
読
み

や
す
さ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
幅

広
い
年
齢
層
に
刺
さ
る
広
報
紙
を

目
指
し
た
記
事
内
容
、
デ
ザ
イ
ン

に
す
る
ほ
か
、
市
民
参
加
型
の
新

コ
ー
ナ
ー
も
始
ま
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真

皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
をを

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？？

　

新
コ
ー
ナ
ー
「
み
ん
な
の
自
慢

の
1
枚
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影

し
た
自
慢
の
写
真
を
掲
載
し
ま

す
。
匿
名
で
の
掲
載
も
可
能
で
す

の
で
、
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

人◇
募
集
内
容　

子
ど
も
の
写
真

（
中
学
生
以
下
）、
市
内
の
イ
チ
オ
シ

風
景
や
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真
、

ペ
ッ
ト
の
写
真
、
偶
然
撮
れ
た
お

も
し
ろ
い
写
真
（
珍
百
景
）
等

◇
掲
載
内
容　

写
真
、
応
募
者
の

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
匿
名
も
可
）、
写

真
の
タ
イ
ト
ル
、
写
真
に
つ
い
て

一
言
（　

字
程
度
）

50

◇
写
真
規
格　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
で
撮
影
し

た
画
像
デ
ー
タ
で
、
加
工
し
て
い

な
い
も
の
（
フ
ァ
イ
ル
形
式
は
J
P
E

G
、
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
は
3
0
0
キ
ロ
バ
イ

ト
〜
3
メ
ガ
バ
イ
ト
を
推
奨
）

◇
応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
載

し
、
写
真
を
添
付
の
う
え
、
下
記

あ
て
E
メ
ー
ル
で
応
募
す
る
。

（
下
記
窓
口
への
持
ち
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
）

・
件
名
：
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま

写
真
応
募

・
本
文
：
①
応
募
者
の
住
所
・
氏

名
・
連
絡
先
、
②
掲
載
す
る
際
の

名
前
（
氏
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
の
い

ず
れ
か
を
記
載
）、
③
写
真
の
タ
イ
ト

ル
、
④
写
真
に
つ
い
て
一
言
（　

字
50

程
度
）

※
応
募
条
件
な
ど
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く

か
、
左
記
あ
て
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合　

総
合
政
策
課
広
報
広
聴

グ
ル
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E
メ
ー
ル
：sohgohseisaku＠

city.nasukarasuyam
a.lg.jp

広広
報報
なな
すす
かか
らら
すす
やや
まま
がが
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル
！！

＼予予告告／


